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 原子力海外ニューストピックス 

 
 戦略調査室 須藤 收 

                            2010 年 12 月 27 日 

 
 
 
 
 
 
 
1．中国の最近の原子力開発動向 

今や世界経済を牽引している中国であるが、原子力産業の分野においても中国の

目覚ましい発展は群を抜いており、米国の原子力ルネサンスがもたついている中で

世界の原子力産業の牽引役を果たしている。 

下記に、中国における原子力全般にわたる最近の開発動向を示す。 

 

1)原子力発電所建設計画 

中国における電力消費量は、2001年の 14,810億kWhから2009年には 36,430
億 kWh と約 2.5 倍に増加し、2002 年から 2007 年までは毎年 10%以上の増加率で

あり、世界的金融危機による景気減速の中でも 2008 年（34,500 億 kWh）、2009 年

も約 6%の増加を示している。この間、水力、火力（殆ど石炭火力）、原子力の発電割

合はほぼ変化がなく、2008 年における発電比率は、水力が 16.41%、火力が

80.95%、原子力が 1.99％で、石炭火力による発電が約 80%を占めている。中国の

石炭火力は 10 万 kW 以下の効率の悪い小規模発電所が約 30%を占め石炭の使用

量増大の原因になっていることから、中国政府は、老朽化した小型の石炭火力発電

所を閉鎖して効率の良い中型もしくは大型の石炭火力に更新するとともに、クリーン

な原子力発電所や風力発電所などの再生可能エネルギーによる発電割合を増やし、

大気汚染の改善と二酸化炭素の排出低減を図る政策を掲げている。1),2),3),4) 
2007 年に中国政府が掲げた 2020 年におけるクリーンエネルギーの発電設備容

量は、水力が 300GWe、風力が 30GWe、太陽光が 0.8GWe、原子力が 40GWeであ

ったが、気候変動対策のための二酸化炭素排出低減を促進するため現在検討され

ているエネルギー政策では、2020 年における目標は、風力が 150GWe、太陽光が
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20GWe、原子力が 75GWe と大幅に増加していて、一次エネルギーに占める非化石

燃料の割合を 2009 年の 8%から 15%に増やし、このため 10 年間で 5 兆元（約 63
兆円、7390 億ドル）を投資するとの報道が 2010 年 8 月にあった。5)また、2010 年 9
月には、国営の中国最大の原子力事業会社である中国核工業集団公司（CNNC: 
China National Nuclear Corporation）は、2020年までに 8000億元（約 10兆円、

1176 億ドル）を原子力プロジェクトに投資する予定で、CNNC が過半数の資本を所

有する原子力発電所への投資額は、2015年までに 5000億元（6兆 2900億円）に達

すると発表している。6) 
原子力についての目標については、その後、国務院の中のエネルギー政策を担

当する中国国家発展改革委員会（NDRC: National Development and Reform 
Commission）のエネルギー研究院の上級研究員 Geng Zhicheng が 2010 年 11 月

8 日、北京での会議で、2020 年までに原子力発電容量を 112GWe（2010 年の総発

電容量の 7%）まで拡大することを計画していると述べている。7) 
ちなみに、2010 年 6 月時点での政府の計画では、2020 年までに 80GWe、2030

年までに 200GWe、2050 年までに 400GWe と報道されていた。2) 
2009 年 9 月に発表された世界原子力協会（WNA）の報告書 8)では、2020 年にお

ける中国の発電設備容量は、参照ケースで 50.5GWe、高ケースで 73GWe であり、

また、2010 年 7 月に OECD/NEA と IAEA が報告した Uranium 20099)の中での

予測では低ケースで 40GWe、高ケースで 58GWe となっている。 
 
2)原子力発電所建設の進捗状況 
(1)原子力発電の現状（表 1 参照） 

2010 年 12 月時点での原子力発電設備容量は、13 基、約 10.8GWe であり、全発

電設備容量に占める割合は約 1%（2009 年末の全設備容量は 874GWe）である。炉

型の内訳は、加圧水型軽水炉（PWR）が 11 基（国産 5 基、フランス Framatome（現
在はAREVAの原子炉部門）2基、ロシアVVER-10002基、合計約 9.8GWe）、加圧

型重水炉（PHWR）が 2基(カナダAECLのCandu6が 2基、合計 1.4GWe)である。 
2010年は、9月に嶺澳Ⅱの 1号機（CPR-1000、1080MWe）、10月に泰山Ⅱの 3

号機（CNP-600、650MWe）が商業運転を開始し、2007年の田湾2号機の運転開始

以来久々に原子力発電設備容量が増加した。10),11) 
 

(2)原子力発電所の建設状況（表 2 参照） 
現在建設中の原子力発電所は、26 基、約 28.7GWe で全て 2015 年中には商業

運転を開始する予定であり、2015年末までに原子力発電設備容量は約39.4GWeに
達する予定であり、2007 年にたてた目標の 2020 年までに 40GWe は 2015 年まで

に達成される予定である。さらに、計画中のものは、51基、約 58.9GWeあり、運転中
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及び建設中のものを加えると 98.4GWe になり、2010 年 6 月時点での 2020 年まで

の計画値 80GWe を達成することになる。11) 
 
(3)原子力発電事業体制 

国営企業である中国核工業集団公司（CNNC: China National Nuclear 
Corporation）が独占的に全ての原子力事業を行っていたが、現在は、原子力発電

事業は CNNC と広東省が 45%づつ出資（残り 10%は中国電力省）した中国広東核

電集団有限公司（CGNPC: China Guangdong Nuclear Corporation）の２事業者

体制で、建設中の原子力発電所のほとんどは CNNC と CGNPC が直接運営するか

過半数以上の株式を所有する省政府等との合弁会社が運営する事業体制になって

いる。 
 

(4)原子力発電技術の国産化 
中国の軽水炉技術開発戦略は、フランスの Framatome（現在は AREVA の原子

炉部門）の PWR 技術をもとにした CPR-1000 と Westinghouse の AP-1000 の国産

化を今後の主力原子炉としていて、設備機器の国産化も海外企業との合弁会社設立

などで技術移転を受けつつあり、100%の国産化率を達成するのも時間の問題と思

われる。造船技術等と同様に、将来、中国の原子力技術が世界市場を席巻する日が

来ることを否定することはできない。 
①CNP-300、CNP-600、CNP-1000 

CNNCは、1990年代の初めからWestinghouseとFramatome(現在はAREVA
の原子炉部門)と共同で PWR の開発を行った。開発の実施会社は、CNNC の傘下

の上海核工程研究設計院（SNERDI: Shanghai Nuclear Engineering Research 
& Design Institute）で、国産設計の PWR の 1 号機（CNP-300、300MWe）を開発

し泰山Ⅰの 1 号機として運転中である。また、パキスタンに CNP-300 の同型機が 2
基輸出され、1基が稼働中で、1基が建設中であり、さらに2基の輸出が決まっている。

11) 
CNP-300 を大型化した CNP-600（650MWe）も開発され、泰山Ⅱの 1 号機、2 号

機及び 3 号機（2010 年 10 月運開）として稼働中で、さらに 3 基が建設中であるが、

2010 年に建設を開始した海南昌江 1 号と 2 号の合計の建設費は約 200 億元（約

2300 ドル/kW）で設備の国産化率は 70%以上である。12) 
CNP-600 をさらに大型化し改造した CNP-1000 を開発したが、将来の大型軽水

炉の選択として政府の方針が Westinghouse の AP-1000 の国産化に決定したため、

CNP-1000の展開は保留されていて、SNERDIも現在はAP-1000の国産化のため

に 2004 年に設立された国家核電技術公司（SNTPC： State Nuclear Power 
Technology Corporation）の傘下に入り AP-1000 の国産化プロジェクトに従事して
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いる。11)しかしながら、CNNC は、CNP-1000 をさらに改良した CP-1000 を開発して

おり、さらには CNP-600 をベースにした第三世代炉 ACP-600 も開発し（2013 年設

計完了予定）、世界市場への展開をにらんでいる。13) 
②CPR-1000 

CGNPC は、フランスの Framatom（現在は AREVA の原子炉部門)から

900MWe 級の PWR を導入し、大亜湾 1 号機と 2 号機（1994 年 5 月に運開）として

建設した。CGNPC はその後、この原子炉の国産化を図り、CPR-1000（1080MWe）
として開発した。CPR-1000 の 1 号機は、嶺澳Ⅱの 1 号機で 2010 年 9 月に運開し、

国産化率は約 50%である。14）現在建設中の CPR-1000 は 17 基、18.36GWe で、

2010 年 9 月 29 日に建設を開始した寧徳 4 号機（1 号から 3 号も建設中）は国産化

率 85%で、4 基の建設費の合計は 520 億元（76 億ドル、1760 ドル/kW）である。15)

また、陽江原子力発電所はCPR-1000が 6基（3基が建設中）設置される予定で、総

投資額は 695 億元（101 億ドル、1560 ドル/kW）である。16)2009 年 12 月に UAE へ

の原子力発電所の輸出（APR-1400(1400MWe)を 4 基）を獲得した韓国の

APR-1400 の建設コスト約 2300 ドル/kW（日本、欧米の原子力発電所建設コストは

約 3000 ドル/kW 以上）17)をも大きく下回る価格であり、将来世界の原子力発電建設

市場において脅威になることは間違いないだろう。 
CPR-1000 は AREVA が知的所有権を持っているため海外輸出には AREVA の

許可が必要となる場合があることから、CGNPCはCPR-1000をさらに第三世代炉ク

ラスに改良し中国が知的所有権を保有する ACPR-1000 の開発を明らかにしている。

11) 
③AP-1000 の国産化及び CAP-1400 及び CAP-1700 

中国政府は、第三世代炉の軽水炉として、AREVA の EPR、ロシアの

VVER-1200、Westinghouse の AP-1000 を導入しようとしているが、これ等の中で

国産化開発戦略機種として AP-1000 の採用を決定し、国産化のために国務院直轄

の開発会社SNTPCを2004年に設置した。現在、世界に先駆けてCNNCが三門原

子力発電所に 2 基、中国電力投資集団公司が海陽原子力発電所に 2 基、AP-1000
を建設中であるが、CNNC は発注契約において Westinghouse とエンジニアリング

会社の Shaw から SNTPC への技術移転を含めていて、建設中の 4 基に続く

AP-1000 の建設は SNTPC が建設の主体なる計画で技術移転が進められてきた。

2010 年 8 月 18 日、AP-1000 の 5 基目と 6 基目の建設契約が結ばれた。発注者は

CGNPC で中国では初めての内陸部への原子力発電所の建設で湖北省の咸寧に 2
基建設するもので、建設主体は SNTPC で Shaw が支援し、Shaw がエンジニアリン

グ・設計・建設管理を行うが Westinghouse は主要契約には含まれておらず、咸寧 1
号機の原子炉圧力容器も中国第一重型機械集団公司(China First Heavy 
industries)が製造することになっている。今後契約される予定の桃花江1号（内陸部



5 
 

で湖南省）と彭澤 1 号（内陸部の江西省）を合わせた 4 基の AP-1000 の建設費は

600 億元（88 億ドル、1760 ドル/kW）である。18) 
SNTPC は、さらに、AP-1000 の設計をもとに多くの部分を改良し出力を向上させ

たCAP-1400とCAP-1700を開発中で、CAP-1400については、中国最大の電力会

社、中国華能集団公司（China Huaneng Group）の子会社（Huaneng Nuclear 
Power Development Corp）と建設・運転のための合弁会社（出資比率は SNTPC
が 55%）を 2009 年 12 月に設立し、1 号機は山東省の威海付近に建設する予定で、

2013年4月に建設を開始し、2017年に運開の予定である。CAP-1400とCAP-1700
の知的所有権は SNPTC の所有になるとのことである。11),19),20) 
④高速炉開発 

ロシアの協力のもとに中国原子能研究院（CIEA: China Institute of Atomic 
Energy ）が開発を進めてきた中国初の高速炉の実験炉 CEFR が 2010 年 7 月 21
日に臨界試験に成功した。21)熱出力 65MW、電気出力 20MW のナトリウム冷却高

速炉で、2009 年 4 月 6 日に建設は完了し、燃料の装荷等運転に向けての作業が進

められていたものである。22)また、実験炉の開発経験をもとに 600MWe の実証炉の

設計が行われたが、現在は、2017 年に建設を開始（2022 年運開）することを目標に

国産の 1000MWe の設計開発が予定されている。11) 
国産技術開発とは別に、2009 年 10 月 14 日、北京において、ロシアのプーチン首

相と中国の温家宝首相との間で、高速炉の実証炉建設に関する事前計画と設計作

業に関する協力協定の締結がなされ、2012 年に運転を開始する予定のロシアの

Beloyarsk に建設中の BN-800 に類似した高速炉の実証炉を中国に 2 基建設する

ことが 2 国間で合意された。23)建設サイトは福建省の三明(Sanming)で、2013 年に

建設が始まる予定で、2010年 4月 28日には、中国で最初の商業用高速炉を建設す

るための合弁会社 Sanming Nuclear Power Co Ltd の設立式が行われた。出資者

は CNNC、福建省（Fujian Investment and Development Corp）、三明市（ the 
municipal government of Sanming city）で CNNC が最大の出資比率を占めてい

る。24)1 号機は 2018 年に運開予定で、2 号機は 2019 年の予定である。また、3 号と

4 号の建設も計画されていて、2015 年に建設が開始される計画もある。11) 
 
3)ウラン確保政策 

中国のウラン生産量は推定 750tU/y で国内の需要約 1400tU（2009 年に需要）

を賄えないが、さらに原子力発電設備容量の急激な拡大に備えて 2009 年よりウラン

備蓄及び海外ウラン資源権益の買収など積極的なウラン確保政策を展開している。

2009年には、ウラン価格が低迷しているスポット市場から3000tU以上を購入した模

様で、海外のウラン資源権益確保においても、CNNC とモンゴルのウラン関連の国

営会社 MonAtom との Gurvanbulga 鉱山開発のための合弁会社設立や CGNPC
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がオーストラリアのウラン鉱山会社 Energy Metals Ltd.の経営権取得（発行株式の

約 70%を買い付け）などが報道されている。23) 
2010 年においても、スポット市場からウラン 5000t を調達するとの予測報道もあり、

着々と備蓄を進めているようである。25) 
中国には、立地問題がほとんどないことから原子力発電所の建設は計画どおり進

み、ウラン需要の増大の予想は確実なことから、欧米の投資アナリストが金と石油の

次の投資対象としてウランを取り上げており、ウラン生産会社の株の上昇及びウラン

スポット価格の上昇に影響が表れていて、ウランスポット価格は 40 ドル/lbU3O8 近

辺で推移していたのが 2010 年 7 月末から上昇に転じ、11 月末には 60ドル/lbU3O8、
12 月 23 日時点では 62 ドル/lbU3O8 まで上昇している。ウラン関係の投資アナリス

トは 2011 年には 65 ドル/lbU3O8、2012 年には 70~75 ドル/lbU3O8 を予想してい

て、さらに、米国とロシアの間のロシアの核弾頭解体高濃縮ウランの希釈低濃縮ウラ

ン売却協定が終了する 2013 年には新たなウラン価格の上昇の流れを予測するアナ

リストが多い。26) 
ちなみに、世界原子力協会の予測では、2020 年において中国の原子力発電容量

が 73GWe の場合のウラン需要は約 14400tU/y で現在の約 10 倍となっている。8) 
 

(1)長期購入契約 
2010 年、中国は長期的及び安定したウラン供給確保のために、世界のウラン生

産大手企業との間にウランの長期購入契約を結んだ。2010 年 6 月 24 日には、

CNNC の子会社 China Nuclear Energy Industry Corporation (CNEIC)がカナ

ダの CAMECO と 2020 年までに約 23 百万 lbU3O8(8846tU)を購入する契約締結

が発表された。27)2010 年 11 月 4 日には、中国の温家宝首相がパリを訪問中に、

CGNPC が AREVA と 10 年間で 20000tU を購入する約 35 億ドルの長期契約を締

結した。28)また、同時に、フランス大統領室は、AREVA のニジェールのイムラレンウ

ラン鉱山（Imouraren uranium mine：2012 年生産開始予定で生産量は

5000tU/y）の権益の一部を中国に売却する用意があるとも述べている。29)さらに、

2010 年 11 月 11 日には、CGNPC がカザフスタンの Kazatomprom と 2020 年まで

に24,200tUを購入する長期契約を結び、30)2010年11月23日には、同じくCGNPC
が CAMECO と 2025 年までに 29 百万 lbU3O8（11153tU）の長期購入契約を結

んだことが発表された。31) 
 

(2)ウラン鉱山開発 
海外でのウラン鉱山開発は、モンゴルについては 2011 年に採鉱許可を得るこ

とを目指していて、生産量は年間 700tU を予想している。また、37.2%の権益を持つ 
ニジェールの Azelik 鉱山は 2011 年生産を開始し、生産量は年間 700tU とのことで
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ある。この他、ロシア、ジンバブエ、オーストラリア、カザフスタン、タンザニア、ザンビ

アにおいてウラン鉱山開発を目指している。2010年 11月 16日、CNNCの子会社の

China Uranium Corp の副社長、Chen Yuehui は、CNNC は海外からのウラン供

給量を 2015 年までに 2500tU/y、2020 年までに 5000tU/y に拡大すると述べている。

32) 
国内のウラン鉱山開発については、中長期的な優先課題とし、現在、ウラン探査

及びウラン鉱山開発には最新の技術を導入し実施していて、33)2010 年 12 月 5 日に

は、CNNCが内モンゴル自治区に 30,000tUのウラン資源を発見したことを発表した。

34)Uranium 2009 によれば、これまでの中国の発見資源量は<130 ドル/KgU のコ

スト範囲で 171,400tU であり、発見された資源量は 17.5%に相当する。9) 
 

4)核燃料サイクル開発 
中国の原子力開発は、将来的にはウラン濃縮、UO2 燃料加工、再処理、MOX 燃

料加工と全てを国内で実施することを目指していて海外からの技術導入による国産

化を進めている。 
 

(1)ウラン濃縮 
2008 年 5 月 23 日、 ロシアのメドベージェフ大統領と中国の温家宝首相が第 4

期目のウラン濃縮工場建設と濃縮ウランの供給に関する協力の大枠について調印し

た。調印内容は、総額 10 億ドル以上で、濃縮ウランの供給は 2010 年より開始し、11
年間にわたり、ウラン濃縮工場については、規模は 500tSWU/y で甘粛省（Gansu 
Province） の蘭州（Lanzhou）に建設するものである。2008 年 8 月 27 日には、ロシ

ア側の輸出窓口の TENEX（Technabexport）と中国側の実施企業 CNEIC（China 
Nuclear Energy Industry Corp、CNNC の子会社）との間でウラン濃縮工場の建

設契約が結ばれ、ロシアが提供する遠心機は第 6 世代機（分離性能～3.6kgswu/y）
160000 台で、その他必要設備機器も提供する契約内容である。35),36) 

2010 年 8 月 30 日のロシア側の発表では、87%の設備機器が既に届けられてい

て、2012 年に運開予定とのことである。37) 
中国の商業用ウラン濃縮工場は全てロシアの遠心分離法技術を導入したもので、

建設中の新工場が完成すれば、中国の商業用ウラン濃縮役務容量は 1500tSWU/y
となる。これは 1GWe の原子力発電所約 14 基分の年間取り換え燃料に必要な量で

ある。 
これまでのウラン濃縮工場建設に関する協力支援の経緯は以下のとおり。 

1992 年 ウラン濃縮工場の建設に関する政府間協定に調印 
1996 年 200tSWU/y Hanzhun（漢中市）Shaanix Province（陝西省） 
1998 年 300tSWU/y  同上 



8 
 

2001 年 500tSWU/y Lanzhou （蘭州市）Gansu Province（甘粛省） 
 
(2)UO2 燃料加工 

UO2燃料加工工場は、1982年に泰山 1号機（国産の 300MWeのPWR）への燃

料供給のために、四川省の宜賓（Yibin）に建設された。CNNC の子会社 China 
Jianzhong Nuclear Fuel (JNF)が運転を行っている。燃料加工容量は 2008 年 10
月までに 400tU/y に達し、2010 年までには 600tU/y に達すると予想されている。

2010 年 7 月には、中国政府が 800tU/y への拡帳を承認し、さらに 2020 年には

1000tU/y になると予想されている。38) 
また、1998 年、内モンゴル自治区の包頭（Baotou）に第二燃料加工工場が建設さ

れ、主に泰山Ⅲの Candu6 の燃料製造が行われている。CNNC の子会社の China 
North Nuclear Fuel Co Ltd が運転を行っていて、山東石島湾 1 号の HTR-PM の

9%濃縮ウラン燃料の製造も行うことになっている。さらには、SNTPC が、2008 年、

上記の燃料製造会社 2 社と AP-1000 用の燃料製造会社 CNNC Baotou Nuclear 
Fuel Co Ltd を設置することに合意し、Westinghouse からの供給契約分の燃料以

外を包頭燃料工場で製造する予定である。35) 
燃料棒の被覆管材料であるジルコニウムの製造については、2009 年 4 月に

Westinghouse と State Nuclear Baoti Zirconium Industry Co Ltd (SNZ：
SNTPC と中国最大のチタン製造会社 Baoti Group Limited の合弁会社)が出資比

率半々の合弁会社 S＆W Zirconium Metallurgy Co.Ltd(S&W)を設立することで

合意した。S&Wは、江蘇省の南通（Nantong）に工場を建設し、原子炉級のジルコニ

ウムスポンジ 1000t/y、原子炉級のジルコニウム製品 500t/y、工業用のジルコニウ

ム金属 500t/y、原子炉級のジルコニウム管 100t/y を製造する予定で、39)2010 年 4
月8日に建設が開始され、2012年には製造を開始する予定である。40)また、2010年

11 月 4 日には、温家宝首相がフランス訪問中に、CNNC と AREVA は燃料集合体

加工用ジルコニウム管の製造販売を行う合弁会社 CAST (CNNC AREVA 
Shanghai Tubing Co.)を立ち上げた。資本比率は半々で、工場は上海に建設され

2012 年に生産開始の予定である。28) 
中国は、燃料集合体の素材の製造、燃料ペレットの製造及び燃料ピンの製造全て

を国内で賄う体制を整えつつある。 
 

 (3)再処理 
中国では、2006 年に年間 50t 処理する再処理パイロットプラントが稼働している。

立地場所は甘粛省の蘭州で、2010 年初めには処理能力を約 100tHM/y（前処理工

程は 400kg/d、分離工程は 300kg/d）に拡張した模様で、使用済み燃料貯蔵プール

の受入れ容量は 550tHM（1300tHM に拡張予定）である。35),41) 
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商業用再処理工場については、2007 年に CNNC とフランスの AREVA との間で

甘粛省（Gansu province）に 800t/yの再処理工場を建設するためのフィージビリティ

研究に合意した。フィージビリティ研究は既に終了していて、政府に提出され、商業用

再処理工場の建設が決定されている。建設サイトは、甘粛省の嘉峪関（Jiayuguan）
で核兵器製造施設（プルトニウム生産用の黒鉛炉、再処理施設、プルトニウム取扱い

施設等）のある酒泉（Jiuquan）の近くである。処理量は800tHM/y（Purex法）、使用

済み燃料プールの受入れ容量は 3000tHM～6000tHM で、2018 年から受け入れ

予定で、ホット試験開始は 2025 年の予定である。41) 
2010 年 11 月 4 日、中国の温家宝首相のフランス訪問に際して、CNNC と

AREVA は使用済み燃料の処理とリサイクルに関する分野での工業的協力協定を締

結した。この協定は、2009 年 12 月のフランスの首相が中国を訪問した時の核燃料

サイクル分野における協力についての共同宣言に続くもので再処理工場建設の商業

契約に向けての最終ステップであると言われている。28) 
 

(4)MOX 燃料加工 
中国はウランの節約のために再処理して回収したプルトニウムを軽水炉へリサイ

クルすることを計画していて、AREVA は、MOX 燃料の 1000tHM 以上の生産実績

（195tHM/y の Melox 加工工場が稼働中）を背景に数年間にわたって MOX 燃料加

工工場の売り込みを図っていたが、2010 年 10 月 6 日、温家宝首相がベルギーを訪

問中にベルギー政府との間で MOX 燃料製造のパイロットプラント建設に関する大枠

合 意 に 調 印 し た 。 今 後 は 、 CNNC と ベ ル ギ ー の ベ ル ゴ ニ ュ ー ク リ ア

（Belgonucleaire）、SCK-CEN （原子力研究機関）、トラクトベル（Tractebel：フラン

スのエネルギー企業 GDFSuez の子会社）との間で技術移転と技術指導に関する商

業契約が間もなく結ばれる予定である。ベルゴニュークリアは 1986 年から 2006 年ま

でで 40tHM/y の MOX 燃料加工工場で 500tHM 以上の MOX 燃料の製造実績が

ある。42) 
 
5)原子力研究協力 42) 

2010 年 10 月 6 日、ベルギーを訪問中の温家宝首相立会いの下、ベルギーの原

子力研究センターSCK-CEN と中国科学院との間で Myrrha project に焦点を当て

た原子力協同研究に関する覚書の調印が行われた。 
MYRRHA （ Multipurpose Hybrid Research Reactor for High-tech 

Applications)プロジェクトは、加速器から発生した中性子を利用して未臨界集合体

で臨界を達成する設備の建設で、放射性同位元素の製造やシリコン中性子照射ドー

ピングに利用するとともに、放射性廃棄物等の核変換の研究にも適している。中国は、

廃棄物処理問題の解決のための研究としてとらえている。 
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国際協力には多くの国が手を上げていて、中国以外に、韓国も参加を表明してい

る。SCK•CEN はヨーロッパ色を維持したい考えで、国際協力組織の 70%は EU の

メンバーでなければならないと SCK•CEN は述べている。ベルギーは 2010 年の初

めにSCK•CENのモル研究所に建設することを決定し、プロジェクト費用960百万ユ

ーロ（13 億ドル）の 40%を出す予定で、残りの費用は国際協力を見込んでいる。

MYRRHA は 2023 年に稼働する予定であるが、低出力の設備の Guinevere は

2010年の3月にSCK•CENのモル研究所で運転を開始している。ベルギーは2014
年までに国際協力組織を立ち上げる予定である。 
 
 

表 1 中国の運転中の原子力発電所 10),11) 
発電所名 立地省 炉型 出力

(MWe) 
事業者 運転開始年月 

大亜湾 1 号 
大亜湾 2 号 
Daya Bay 

広東省 
Guangdong 

PWR(Framatome) 
PWR(Framatome) 
 

984 
984 

CGNPC 1994.2 
1994.5 

泰山Ⅰ1 号 
泰山Ⅱ1 号 
泰山Ⅱ2 号 
泰山Ⅱ3 号 
泰山Ⅲ1 号 
泰山Ⅲ2 号 
Qinshan 

浙江省 
Zhejiang 

PWR(CNP-300) 
PWR(CHP-600) 
PWR(CNP-600) 
PWR(CNP-600) 
PHWR（Candu6） 
PHWR(Candu6) 

300 
650 
650 
650 
700 
700 

CNNC 1994.4 
2002.4 
2004.5 
2010.10 
2002.12 
2003.7 

嶺澳Ⅰ1 号 
嶺澳Ⅰ2 号 
嶺澳Ⅱ1 号 
Ling Ao 

広東省 
Guangdong 

PWR(Framatome) 
PWR(Framatome) 
PWR(CPR-1000) 

990 
990 
1080 

CGNPC 2002.5 
2003.1 
2010.9 

田湾 1 号 
田湾 2 号 
Tianwan 

江蘇省 
Jiangsu 

PWR(VVER-1000) 
PWR(VVER-1000) 

1060 
1060 

CNNC 2007.6 
2007.8 

合計 13 基   10798   
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表 2 中国の建設中及び計画中の原子力発電所（その 1）11) 
発電所名 立地省 炉型 出 力

(MWe) 
事業者 建設開始 

年月 
運転開始

予定年月 
嶺澳Ⅱ2 号 
Ling Ao 

広東省 
Guangdong 

CPR-1000 1080 CGNPC 2006.5 2011.8 

泰山Ⅱ4 号 
Qinshan 

浙江省 
Zhejiang 

CNP-600 650 CNNC 2007.1 2012 

紅沿江 1 号 
紅沿江 2 号 
紅沿江 3 号 
紅沿江 4 号 
紅沿江 5 号 
紅沿江 6 号 
Hongyanhe 

遼寧省 
Liaoning 

CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 
1080 
1080 
1080 
1080 

CGNPC 2007.8 
2008.4 
2009.3 
2009.8 
2011 
2011 

2012.10 
2013 
2014 
2014 
2015 
2015 

寧徳 1 号 
寧徳 2 号 
寧徳 3 号 
寧徳 4 号 
寧徳 5 号 
寧徳 6 号 
Ningde 

福建省 
Fujian 

CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 
1080 
1080 
1080 
1080 

CGNPC 2008.8 
2008.11 
2010.1 
2010.9 
 

2012.12 
2013 
2014 
2015 

福清 1 号 
福清 2 号 
福清 3 号 
福清 4 号 
福清 5 号 
福清 6 号 
Fuqing 

福建省 
Fujian 

CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 
1080 
1080 
1080 
1080 

CNNC 2008.11 
2009.6 
 

2013.10 
2014.8 
2015 
2015 

陽江 1 号 
陽江 2 号 
陽江 3 号 
陽江 4 号 
Yangjiang 

広東省 
Guangdong 

CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 
1080 
1080 

CGNPC 2008.12 
2009.8 
2010.11 
2011.3 

2013.8 
2014 
2015 
2016 

方家山 1 号 
方家山 2 号 
Fangjiashan 

浙江省 
Zhejiang 

CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 

CNNC 2008.12 
2009.7 

2013.12 
2014.10 
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表 2 中国の建設中及び計画中の原子力発電所（その 2）11) 
発電所名 設置省 炉型 出力 事業者 建設開始

年月 
運転開始

予定年月 
三門 1 号 
三門 2 号 
三門 3 号 
三門 4 号 
Sanmen 

浙江省 
Zhejiang 

AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 
1250 
1250 

CNNC 2009.3 
2009.12 
 

2013.11 
2014.9 

海陽 1 号 
海陽 2 号 
海陽 3 号 
海陽 4 号 
Haiyang 

山東省 
Shandong 

AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 
1250 
1250 

CPI 2009.9 
2010.6 

2014.5 
2015.3 

台山 1 号 
台山 2 号 
Taishan 

広東省 
Guangdong 

EPR 
EPR 

1770 
1770 

CGNPC 2009.10 
2010.4 

2013.12 
2014.11 

山東石島湾 1 号 
Shandong 
Shidaowan 

山東省 
Shandong 

HTR-PM 
高温ガス炉 

210 Huaneng  2015 

広西白龍 1 号 
広西白龍 2 号 
Fangchenggang 

広西壮族自

治区 
Guangxi 

CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 

CGNPC 2010.7 
2011 

2015 
2016 

海南昌江 1 号 
海南昌江 2 号 
Changjiang 

海南省 
Hainan 

CNP-600 
CNP-600 

650 
650 

CNNC 

＆ 
Huaneng 

2010.4 
2010.11 

2014 
2015 

田湾 3 号 
田湾 4 号 
田湾 5 号 
田湾 6 号 
Tianwan 

江蘇省 
Jiangsu 

VVER-1000 

VVER-1000 

VVER-1200 

VVER-1200 

1060 
1060 
1200 
1200 
 

CNNC   

乳山 1 号 
乳山 2 号 
Hongshiding 

山東省 
Shandong 

CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 

CNEC/ 
CNNC 

 2015 

咸寧大畈 1 号 
咸寧大畈 2 号 
Xianning Dafan 

湖北省 
Hubei 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CGNPC  2015 
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表 2 中国の建設中及び計画中の原子力発電所（その 3）11) 
発電所名 立地省 炉型 出 力

(MWe) 
事業者 建設開始 

年月 
運転開始

予定年月 
小墨山 1 号 
小墨山 2 号 
Xiaomoshan 

湖南省 
Hunan 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CPI   

桃花江 1 号 
桃花江 2 号 
桃花江 3 号 
桃花江 4 号 
Tauhuajiang 

湖南省 
Hunan 

AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 
1250 
1250 

CNNC  2015 

彭澤 1 号 
彭澤 2 号 
Pengze 

江西省 
Jiangxi 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CPI  2015 
2015 

徐大堡 1 号 
徐大堡 2 号 
Xudabao 

遼寧省 
Liaoning 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CNNC   

蕉湖 1 号 
蕉湖 2 号 
Wuhu 

安徽省 
Anhui 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CGNPC  2016 

連雲港 1 号 
連雲港 2 号 
Lianyungang 

江蘇省 
Jiangsu 

CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 

CGNPC   

陸豊 1 号 
陸豊 2 号 
Lufeng 

広東省 
Guangdong 

CPR-1000 
CPR-1000 

1080 
1080 

CGNPC   

龍遊 1 号 
龍遊 2 号 
Longyou 

浙江省 
Zhejiang 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CNNC   

三明 1 号 
三明 2 号 
Sanming 

福建省 
Fujian 

BN-800 
BN-800 
ロシア製 
高速炉 

880 
880 

CNNC 2013 2018 
2019 

漳州 1 号 
漳州 2 号 
Zhangzhou 

福建省 
Fujian 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CNNC 
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表 2 中国の建設中及び計画中の原子力は発電所（その 4）11) 

発電所名 立地省 炉型 出 力

(MWe) 
事業者 建設開始 

年月 
運転開始

予定年月 
万安烟家山 1 号 
万安烟家山 2 号 
Man’an 
Yanjiashan 

江西省 
Jiangxi 

AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 

CNNC   

韶関 1 号 
韶関 2 号 
韶関 3 号 
韶関 4 号 
Shaoguan 

広東省 
Guangdong 

AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 
AP-1000 

1250 
1250 
1250 
1250 

CGNPC   

建設中合計 26 基   28710    
計画中合計 51 基   58910    
総合計 87 基   87620    
＊赤字のものは建設中の原子力発電所 

 



乳山1号、2号

海陽1号、2号、3号、4号

山東石島湾1号(HTR)

田湾1号、2号、3号、4号、5号、6号

連雲港1号、2号

泰山Ⅰ1号、Ⅱ1号、2号、3号、4号、Ⅲ1号、2号

蕉湖1号、2号

三門1号、2号、3号、4号

寧徳1号、2号、3号、4号、5号、6号

方家山1号、2号

福清1号、2号、3号、4号、5号、6号

三明1号、2号（FBR)

漳州1号、2号

陸豊1号、2号

韶関1号、2号、3号、4号

大亜湾1号、2号
嶺澳Ⅰ1号、2号、Ⅱ1号、2号

台山1号、2号
海南昌江1号、2号

陽江1号、2号、3号、4号

広西白龍1号、2号

桃花江1号、2号、3号、4号

小墨山1号、2号

咸寧大畈1号、2号

万安烟家山1号、2号

龍遊1号、2号

徐大堡1号、2号

紅沿江1号、2号、3号、4号、5号、6号

彭澤1号、2号

図1 中国の原子力発電所等配置図

運転中（建設中及び計画中も含む）

建設中（計画中も含む）

計画中

蘭州原子力施設
（再処理、濃縮等）

宜賓（核燃料加工工場）

嘉峪関
（商業用再処理工場予定地）

包頭（核燃料加工工場）

15
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